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里山からの贈りもの出展 
6 月 9 日 市原市環境フェスタ 

ヒノキのスツールや板材、サクラの花台、竹炭など、里山

の間伐材を使った加工製品（“里山からの贈りもの”）を展示

しました。今年は、「この木なんの木よく見る木」という樹

木の名当てクイズを行

い、参加者に木の葉のし

おりを差し上げたところ、

100 名以上の皆さんがチ

ャレンジしてくれました。

これからも「里山からの

贈りもの」をお届けした

いと思います。 

「樹木と葉っぱを正しく組  

み合わせま

しょう。」好評

だった名当て

クイズ↑ 

“小さな燃料

で大きな仕事”

の「エコストー

ブ」には関心

が集まりまし

た。➔ 

環境研究センターを見学 6 月 7 日 

地質環境の調査等を行っている県の施設（稲毛）を見学

しました（開放期間：6 月 7～10 日）。ちょうど風岡先生がお

られ、地球生成の歴史や地

下水のありようなど貴重

な説明をいただきました。  

里山も私たちの暮らしも

こうした土や岩石の上に

築かれています。“にわか

学生”になった私(事務局)は、「“地質学”を抜きにして“里

山”は語れない。」なんて思ったことでした。 

けっこう難しいね～こりゃ 

エコストーブ製作イベント 5 月 12 日 

「エコストーブをつく

ってみよう」というイベ

ントを開催しました。会場

はジャックの森。6 組の皆

さんがエントリーしてく

れ、会員の小沼さんの指

導で製作しました。「やっ

てみるとなかなか難し

い」といいながら、熱心

に作業を進めそれぞれ完成しました。終了後、お茶をいた

だきながら歓談しました。 

ハチトラップ仕掛けました 

女王蜂含む数匹をゲット 

ことしは蜂の活動が活発との情報も

あり、おとずれ山の会では初めてのハ

チトラップを仕掛けました。一週間たったところで見てみる

と、オオスズメバチと思われる一団が入っていました。「や

はり居たんだね―」と安堵したのが実感ですが、「ちょっと

かわいそう。」

「“大吟醸”はもっ

たいないので次

は料理酒でよい

のでは・・」などの

感想も寄せられ

ました。 

～～～～～～～～～～～ 
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